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城
跡
西
方
の
足
軽
長
屋
跡
か
ら
見
た
苗

木
城
跡
の
景
観
に
は
誰
し
も
感
嘆
の
声
を

あ
げ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
高
森
山
の
岩
盤

は
天
を
衝
き
、
累
々
と
石
垣
が
築
か
れ
て

い
る
姿
は
天
空
の
城
を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
ま

す
。

　
今
年
は
１
５
２
６
︵
大
永
６
︶
年
に
高

森
城
が
築
か
れ
て
５
０
０
年
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
現
在
の
よ
う
な
石
垣
の
城
と
な
る

の
は
１
６
０
０
︵
慶
長
５
︶
年
の
関
ケ
原

合
戦
後
に
苗
木
領
を
安
堵
さ
れ
た
遠
山
友

政
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
そ
の
特
徴
は
何
と
言
っ
て
も
自
然
の
巨

大
な
岩
盤
を
利
用
し
な
が
ら
巧
み
に
石
垣

を
組
み
合
わ
せ
て
築
か
れ
た
こ
と
で
す
。

本
丸
に
は
天
守
も
造
営
さ
れ
ま
し
た
が
自

然
の
岩
盤
を
天
守
台
と
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
で
も
岩
盤
に
は
柱
を
据
え
る
ホ
ゾ

穴
を
く
り
抜
い
た
痕
跡
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
う
し
た
構
造
の
天
守
台
は
全

国
で
苗
木
城
だ
け
で
す
。

　
江
戸
時
代
に
な
る
と
山
城
の
御
殿
は
山

麓
に
移
り
ま
す
が
、
苗
木
城
で
は
明
治
に

至
る
ま
で
二
の
丸
を
御
殿
と
し
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
も
全
国
で
苗
木
城
だ
け
の
特
徴

で
す
。

　
残
さ
れ
た
石
垣
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て

何
度
も
修
理
さ
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

石
材
の
加
工
や
積
み
方
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
う
し
た
違
い
を
見
て
歩
く
の

も
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
建
物
自
体
は
明
治
に
解
体
さ
れ
ま
し
た

が
、
石
垣
は
江
戸
時
代
の
本
物
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
見
事
な
石
垣
を
市
の
誇

り
と
し
て
、
未
来
に
伝
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

滋賀県立大学名誉教授
苗木城跡整備委員会委員長
中井　均 氏

地域の誇りを次世代へ

歴
史 

を
紡
ぐ

2026年   ８月３

　苗木城築城500年記念事業実行委員会で
は、事業の一環として、市内学習を行う学年
向けの学習メニューと市内小学校の全児童を
対象とした「きみが城主だ　苗木城を描こ
う」を企画！
　出前講座と現地学習を行い、もし自分が殿
さまだったら、どんなお城にするのか、思い
思いの苗木城を描いてもらいます。児童たち
の作品は、選定・審査の後、表彰された作品
は市内の各会場で展示します。
　詳細が決まり次第、市ホームページなどで
お知らせします。

国指定史跡　苗木城跡

　苗木城跡は、木曽川沿いの城山の山頂に築
かれた山城です。天然の巨岩を巧みに利用し
た独自の石垣や、柱をのせるために岩を削っ
て建てられた天守跡など、他に類を見ない城
郭の美しさが魅力です。天守跡には展望台が
設置されており、恵那山や木曽川を一望でき
る360度の大パノラマは息をのむ絶景です。
　2017年4月6日（城の日）には、（公財）
日本城郭協会の「続日本100名城」に選ばれ
ました。

出
前
講
座
と
現
地
学
習

を
受
け
る
落
合
小
学
校

３
年
生
の
児
童
た
ち

苗木事務所（☎66-1301）問

苗木城跡

　
今
年
、
築
城
５
０
０
年
を
迎
え
た
苗
木
城
。

今
な
お
残
る
そ
の
遺
構
は
、
貴
重
な
歴
史
資

源
で
、
国
指
定
史
跡
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
関
西
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
支
え
て

い
る
落
合
ダ
ム
・
発
電
所
は
完
成
か
ら

１
０
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
歴
史
や
価
値
を
振
り
返
る

と
と
も
に
、
未
来
へ
つ
な
ぐ

人
た
ち
の
思
い
や
活
動
に

迫
り
ま
す
。

特集

も
う
一
度
、

行
き
た
い
城
が

そ
こ
に
あ
る
。

文化課（☎内線4315）問
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2026年   ８月５

文化財石垣保存技術協議会　監事
水野土木　3代目
水野　賀道　さん（中央）
  2代目　美佐雄　さん（左）
  4代目　奏志　さん（右）

左から
苗木地域まちづくり推進協議会　
　顧問　杉山　直己　さん
苗木城跡・苗木遠山史料館友の会
　会長　近藤　信幸　さん
苗木城跡案内ボランティアの会
　会長　曽我　秀夫　さん

interview interview

４代にわたり苗木城内の石垣整備事業
に携わり、数々の文化財の石垣修復や
講習会の講師として全国各地で活躍中

積
み
上
げ
た
も
の

守
り
　
伝
え
る
　
地
域
の
誇
り

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
を
守
る

　
苗
木
城
の
修
復
に
携
わ
り
始
め
た
の

は
昭
和
60
年
頃
か
ら
で
す
。
地
域
の
シ

ン
ボ
ル
を
守
る
こ
と
に
携
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　
文
化
財
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
設
定

や
、
使
用
さ
れ
て
い
た
石
の
産
地
な
ど
、

記
述
や
写
真
を
も
と
に
修
復
し
ま
す
。

姫
路
城
や
熊
本
城
、
名
古
屋
城
な
ど
、

数
々
の
平
山
城
や
山
城
の
石
垣
修
復
を

行
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
苗
木
城
は
山

城
の
中
で
も
、
と
て
も
過
酷
な
現
場
で

す
。
そ
の
分
、
ど
う
す
れ
ば
効
率
よ
く

作
業
が
で
き
る
か
、
考
え
る
力
が
養
わ

れ
、
﹁
こ
れ
が
で
き
れ
ば
ど
の
城
で
も

で
き
る
﹂
と
自
信
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

観
光
地
化
へ
の
歩
み

築
城
５
０
０
年
の
そ
の
先
へ

杉
山
さ
ん
　
平
成
26
年
、
行
政
の
働
き

か
け
で
、
﹁
苗
木
城
跡
を
核
と
し
た
観

光
地
化
推
進
協
議
会
﹂
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
苗
木
城
跡
の
特
徴
で
あ
る
﹁
巨

岩
﹂
を
生
か
す
た
め
、
雑
木
の
伐
採
や

土
産
物
の
開
発
、
﹁
苗
木
草
刈
り
隊
﹂

を
発
足
し
、
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

近
藤
さ
ん
　
友
の
会
は
、
苗
木
遠
山
史

料
館
の
運
営
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
学
習

会
や
イ
ベ
ン
ト
の
協
力
、
城
山
の
見
回

り
・
清
掃
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

曽
我
さ
ん
　
友
の
会
が
行
な
っ
て
い
た

ガ
イ
ド
の
要
望
が
増
え
て
き
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
平
成
27
年
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
令
和
７
年
度
で
は
、
バ
ス
90
台
、

約
１
８
０
０
人
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

全
国
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
の
お
も
て
な

し
を
し
て
い
ま
す
。

杉
山
さ
ん
　
平
成
30
年
に
地
域
住
民
へ

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結
果
、
﹁
苗

木
城
跡
を
知
ら
な
い
、
苗
木
城
跡
に
興

味
が
な
い
﹂
人
が
７
割
以
上
で
し
た
。

そ
こ
で
、
奇
岩
め
ぐ
り
や
苗
木
城
ま
つ

り
を
企
画
し
、
地
域
の
宝
に
対
す
る
愛

着
と
誇
り
を
醸
成
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
岐
阜
の
宝
も
の
に
認
定
さ
れ
た
苗

木
城
跡
で
も
あ
り
、
行
政
の
動
き
に
協

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
未
来
の
世
代
に
誇
れ
る
財
産

と
し
て
守
り
伝
え
て
い
き
ま
す
。

近
藤
さ
ん
　
苗
木
城
跡
を
守
り
、
多
く

の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
、
こ
の

地
域
そ
の
も
の
を
守
っ
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
今
後
も
活
動
を
続
け
な
が

ら
、
仲
間
や
後
継
者
を
増
や
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
苗
木
城
跡
に
お
出
か
け
い
た
だ

き
、
歴
史
の
重
み
に
触
れ
て
、
感
じ
て

も
ら
い
た
い
で
す
。

曽
我
さ
ん
　
ま
だ
ま
だ
苗
木
城
跡
の
認

知
度
は
高
く
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
観

光
客
の
方
か
ら
は
高
い
評
価
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
実
際
に
訪
れ
て
い
た
だ

き
、
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、
ま
た
来

た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
今
後

も
お
も
て
な
し
の
役
割
を
果
た
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

理
想
の
形
を
求
め
て

　
民
間
の
仕
事
で
は
、
理
想
ど
お
り
に

１
か
ら
石
積
み
が
で
き
ま
す
。
一
方
で
、

文
化
財
の
石
積
み
は
、
私
か
ら
見
れ
ば

悪
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
も
、

﹁
戻
す
﹂
の
が
原
則
。
そ
の
な
か
で
、

単
に
戻
す
の
で
は
な
く
、
ど
う
し
て
崩

れ
そ
う
な
の
か
、
崩
れ
た
の
か
、
原
因

を
突
き
止
め
、
私
が
理
想
と
す
る
石
垣

に
近
づ
け
る
過
程
で
、
補
修
・
補
強
を

し
ま
す
。
そ
の
経
験
の
積
み
重
ね
が
今

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
今
あ
る
も
の
を
し
っ
か
り
と
管
理
し

て
、
後
世
に
残
し
て
ほ
し
い
で
す
。

苗木城の礎、苗木花崗岩を知ろう
－鉱物博物館－

　苗木城を支えた苗木花崗岩は、石材（蛭川みか
げ石）として利用されるとともに、水晶・トパー
ズなど、さまざまな鉱物を産出します。苗木城内
の巨岩にも水晶などができた晶洞がいくつか見ら
れます。
　鉱物博物館では、その成り立ちや産出鉱物を紹
介しています。蛭川みかげ石を著名にした「さび
石」を取り上げた企画展も開催中です。

殿が待ちわびた名酒－とのまち－

　恵那醸造は、中津川市福岡の山間部にある蔵元で、遠
山家に献上していたと伝わる「殿待」という地酒を造っ
ていました。平成29年、苗木城跡の新たな名産にでき
ないかと、地元の方から提案をいただき、地元産の酒米
にこだわった特別純米酒として一新しました。ラベルに
は大正10年の写真をもとに、苗木城の伝説を取り入れ
たデザインをあしらっています。「とのまち」とともに、
苗木城の物語を楽しんでもらえたらうれしいです。

入館料　330円、団体（10人以上） 270円
　　　　※中学生以下は無料
開館時間　9時30分～17時
　　　　　※入館は16時30分まで
休館日　毎週月（祝日の場合は翌平日）、年末年始
問　 ☎67-2110

恵那醸造㈱　代表取締役　
長瀬　裕彦 さん（右上）

特集 歴史 を紡ぐ

苗木城跡での作業の様子

苗木城の石垣修復に使う岩のストック
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特集 歴史 を紡ぐ

B1

A1 A2

B2C2 C1

START
中津川駅

玉蔵大橋

木
曽
川

旧北恵那鉄道
上地橋梁跡

おばけ岩

弁慶岩

苗木さくら公園

苗木遠山史料館

散策道

四十八曲がり
飛騨街道

巨
岩
と

石
垣
の

要
塞

苗
木
城
跡
を

め
ぐ
る

巨
岩
と
石
垣
が
織
り
な
す
﹁
苗
木
城
跡
﹂。
麓
の

苗
木
遠
山
史
料
館
で
貴
重
な
絵
図
や
復
元
模
型
を

見
て
か
ら
登
城
す
れ
ば
、
そ
の
す
ご
さ
が
よ
り
深

く
実
感
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
両
方
を
巡
り
、
歴
史
を

ご
体
感
く
だ
さ
い
。

苗木遠山史料館
浅井　直紀 館長

苗木遠山史料館
入館料　330円、団体（10人以上）　270円
　　　　※中学生以下は無料
開館時間　9時30分～17時
　　　　　※入館は16時30分まで
休館日　毎週月（祝日の場合は翌平日）、年末年始
問　☎66-8181

岩山という地形を生かすためのさまざまな
工夫を見ることができます。

苗木城の唯一現存する建築物である風吹門
と伝わる門の柱と門扉を展示しています。

苗木遠山史料館のココがおもしろい！

ココに注目！

ウオーキングルートガイド
（中津川駅→苗木城跡）

四十八曲がりルート：約3.5km　徒歩約１時間
飛騨街道ルート：約4.5ｋｍ　徒歩約１時間１０分

旧北恵那鉄道上地橋梁跡
1978年に廃線となっ
た北恵那鉄道の廃線
跡。美しい石積みの
橋脚と鉄橋が目の前
に現れ、今なお力強
い佇まいです。

飛騨街道
中山道から木曽川を
越えて、飛騨高山へ
向かう脇街道。道中
では「弁慶岩」や「おば
け岩」などの奇岩も楽
しめます。

四十八曲がり
本来は正門にあたる
道で、大名の参勤交
代にも利用されまし
た。

ココ
に注目！

　　  苗木城跡で開催される「苗木城まつり」
では、武将隊や鉄砲隊の演武、マルシェ、

さまざまな体験イベントを開催予定！また、
中心市街地では、苗木城初代藩主を主役とし
た「遠山友政公　武者行列」を行
う予定です。イベント詳細は、
今後、市ホームページなどでお
知らせします。

既存の散策ル―トを生かしながら、階段設置など
の整備やツツジの植栽、苗木城跡を望む展望デッ
キを2カ所整備しました。これまで以上に、「歩
きながら楽しむ苗
木城跡」を体験い
ただけます。

苗木城築城500年記念　

秋イベント
散策道  を整備しました

月
　
日
㈰

10

４ 観光課（☎内線4274）

足
軽
長
屋
跡

A1駐車場から城内へ入ってすぐにあ
る足軽長屋跡からは、天守跡と恵那
山を同時に見ることができます。

3階建ての大きな矢倉で、御鳩小屋
とも呼ばれていました。巨岩を抱え
込むように積まれた石垣は圧巻です。

大
矢
倉
跡

足軽長屋跡から二の丸へ向かう道中
では、年代によって異なる技法で積
まれた石垣を見ることができます。

〜
二
の
丸

足
軽
長
屋
跡

この岩の上に馬を乗せ、米で馬を洗
い、水が豊富であるかのように敵を
欺いたことから名付けられたといわ
れています。

馬
洗
岩

天守の柱があった穴を利用した展望
台からは、日本百名山の恵那山、木
曽川、そして中津川の市街地など、
美しい景色が広がっています。

天
守
展
望
台

2026年   ８月７

苗
木
城
復
元
模
型

伝  

風
吹
門

問

❶

❶
❷

❸
❹

❺

❷

❸

❹

❺

う
ま   

あ
ら
い  

い
わ
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電
力
王
　福
沢
　
桃
介

こ
の
地
を
選
ん
だ
理
由

　
福
沢
桃
介
︵
旧
姓
‥
岩
崎
︶
は
、
１
８

６
８
年
８
月
、
埼
玉
県
で
生
ま
れ
ま
し

た
。
16
歳
の
時
に
上
京
し
、
福
沢
諭
吉
が

創
立
し
た
慶
応
義
塾
大
学
に
入
学
。
卒
業

後
、
諭
吉
の
婿
養
子
と
な
り
、
福
沢
家
に

入
り
ま
し
た
。

　
日
露
戦
争
後
の
好
況
期
に
株
式
投
資
で

財
を
成
し
た
桃
介
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

に
投
資
。
最
終
的
に
落
ち
着
い
た
の
が
電

気
事
業
で
し
た
。

　
数
々
の
電
力
会
社
の
社
長
を
務
め
、
木

曽
川
の
水
力
開
発
を
主
導
。
落
合
ダ
ム
・

発
電
所
を
は
じ
め
、
賤
母
発
電
所
や
大
桑

発
電
所
、
大
井
ダ
ム
・
発
電
所
な
ど
を
手

掛
け
、
関
西
方
面
へ
送
電
。
こ
の
功
績
か

ら
﹁
電
気
王
﹂
﹁
電
力
王
﹂
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

　
桃
介
が
こ
の
地
に
発
電
所
を
建
設
し
た

理
由
は
、
木
曽
川
は
落
差
が
大
き
く
、
水

量
が
豊
か
で
、
水
力
発
電
に
極
め
て
適
し

た
地
形
だ
っ
た
た
め
で
す
。

　
ま
た
、
送
電
先
に
選
ん
だ
関
西
地
方

は
、
当
時
、
深
刻
な
供
給
電
力
不
足
に

陥
っ
て
お
り
、
莫
大
な
電
力
需
要
が
見
込

ま
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
桃
介
率
い
る
大

同
電
力
は
、
長
距
離
送
電
線
を
整
備
し
、

木
曽
川
で
生
み
出
し
た
電
力
を
関
西
へ
供

給
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
近
代
化
と
産
業

発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。

落合ダム・発電所100年記念事業
実行委員会　委員長　水野　克司　さん

　
落
合
ダ
ム
の
そ
ば
に
あ
る
公
園
の
片
隅

に
は
、
小
説
﹁
セ
メ
ン
ト
樽
の
中
の
手

紙
﹂
で
有
名
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
　
葉

山
嘉
樹
︵
１
８
９
４
ー

１
９
４
５
︶
の
文

学
碑
が
あ
り
ま
す
。
葉
山
は
、
落
合
ダ
ム

建
設
工
事
で
労
働
者
と
し
て
従
事
す
る
な

か
、
そ
の
過
酷
な
体
験
を
も
と
に
こ
の
小

説
を
書
き
ま
し
た
。
そ
の
小
説
は
、
発
電

所
の
工
事
現
場
で
働
く
男
性
が
、
セ
メ
ン

ト
樽
の
中
か
ら
あ
る
女
性
か
ら
の
一
通
の

手
紙
を
見
つ
け
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
手
紙
は
、
セ
メ
ン
ト
工
場
で
破
砕
機

に
巻
き
込
ま
れ
た
恋
人
の
悲
惨
な
事
故

と
、
労
働
者
の
悲
痛
な
叫
び
が
綴
ら
れ
た

も
の
で
し
た
。
労
働
の
過
酷
さ
や
、
貧
し

さ
に
あ
え
ぐ
労
働
者
の
現
実
を
リ
ア
ル
に

伝
え
る
名
作
で
す
。
　

　
文
学
碑
に
は
、
﹁
馬
鹿
に
は
さ
れ
る
が

真
実
を
語
る
も
の
が
も
っ
と
多
く
な
る
と

い
い
。
﹂
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　落合ダム・発電所100年記念事業実行委員会で
は、建設から100年を機会に、落合ダム・発電所の
歴史を振り返り、さまざまな催しを企画しています。
　皆さんのご参加をお待ちしています。

2026年   ８月９

関西のエネルギーを

支えて100年

短
編
小
説
に
綴
っ
た

　
　
　  

過
酷
な
労
働
環
境

落合ダム・発電所

特集 歴史 を紡ぐ

こどもたちが作る行灯と、イルミネーション
で村瀬橋を飾ります。

とき　11日㈮、12日㈯　17時30分～
ところ　村瀬橋

前半は、関西電力㈱職員の方による落合ダム
の歴史解説。後半は、落合ダムを舞台に書か
れた小説「セメント樽の中の手紙」を紹介し
ます。
とき　25日㈰　13時30分～15時
ところ　落合公民館
対象　小学生以上

とき　25日㈰　9時～12時※雨天中止
受付・発着　落合公民館
コース　約3.3ｋｍ　対象　小学生以上

地域の皆さんからお寄せいただいた落合ダム
・発電所建設当時の写真や資料などの展示の
ほか、パネルを掲示します。
とき　24日㈯～30日㈮　9時～16時
ところ　落合公民館

とき　12日㈯　19時～
ところ　落合川河川

9月 10月

参加賞あり


